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2020年は社会全体が新型コロナウイルス禍に翻弄されました

が、共生社会研究センターも例外とはなりませんでした。感染拡大

が顕著になりはじめた2月下旬には大学当局から「今後、学内で開

催予定の不特定多数が参加する講演会・研究会等については、『可

能な限り』延期・中止を実施部局で検討する」ようにという通達が

あり、これにともない年度末に予定していた公開セミナー、さらに

は恒例となっていたRAの成果報告会は中止しました。さらに年度

が明けた４月にはキャンパス全体が閉鎖状態となり、センターも資

料閲覧を停止せざるを得なくなりました。資料閲覧は7月に再開し

たものの、一度に利用する閲覧者や見学者数を限定しています。ま

た公開セミナーなどの企画、センター発の全学共通科目授業「市民

が動く、社会が変わる」、さらに運営委員会はオンラインで実施し

ています。

この新型コロナウイルス禍ですが、この原稿を書いている2021

年１月の時点では収束の見通しは立っていないどころか、緊急事態

宣言が発出されるなど状況が深刻化してさえいます。そしてその影

響は政治や経済から日々の私たちの暮らしや感覚にいたる幅広い領

域に及ぶ不可逆的なものではないかということを感じずにはいられ

ません。その全体像や方向性は不透明です。しかし、センターに寄

贈いただいているミニコミにはこうした影響が確実に刻まれていま

す。これらの記録を共有するとともにその内容の検討を緩やかにで

もすすめることが必要と考え、高木が声がけをして10月に「新型

コロナ禍研究会」を立ち上げました。現在のメンバーは学内の教員・

大学院生・アーキビスト７名です。

12月に対面で開催した第２回研究会では高木が話題提供を行い

ました。ここではミニコミに掲載されたマスクをめぐるいくつかの

文章を紹介し、マスクが日常化することについて考えてみました。

例えば密を避ける、多くの人が近くで話さないといった感染防止に

関する一般的な注意に対して、難聴を抱える人は次のように指摘し

ています。

難聴者同士は密接してお話ししますから、このようなことを言わ

れても、どうしようもないですね。また、マスクされてお話され

ると余計に分かり難いです（荻野隆男「終息はいつになるのか？

新型コロナウィルスについて」『新光』No.831、2020年5月）

『新光』は全国中途失聴・難聴者団体新光会が月刊で発行している

機関誌です。ここで示された難聴者の「分かり難」さという表現に

は、虚をつかれた思いがしました。マスクについては着用している

と息苦しいとか、コミュニケーションをするときに表情がわかりに

くいということがよく言われますが、これだけではない困難もまた

生み出されていることが示されています。

研究会では、ミニコミの実物に触れながらこうした記事をめぐっ

てあれこれと意見交換をするとともに、学生の生活にはどのような

影響が出たのかを調べようとか、各種の日記にはどのように記録さ

れているのかを検討することも必要なのでは、というような多様な

アイディアも出されました。

今後研究会は当面２ヶ月に１回程度開催し、メンバーの関心にも

とづいて、センター所蔵資料に留まらない多様な記録を持ち寄り共

有することで、新型コロナウイルス禍による社会の変容をとらえる

ことを目指します。

ページを開くと、長年ミニコミの発行を続けてきた個性豊かな方々の言葉が......。

高木 恒一（立教大学共生社会研究センター長）

新型コロナウイルス禍のなかで
─センターの活動と「新型コロナウイルス禍研究会」

たくさんのミニコミを参照しました。こちらはその一部。

研究会の様子（2020年12月11日）



地域紙にこだわり紙媒体にこだわ
りミニコミにこだわって出し、市民活
動を続けています。ミニコミは今年で
42年目に入っています。40年目に最
大の協力者である妻を亡くし、危ぶま
れましたが、なんとか続いています。
ちょうど新型コロナが広がってきて
活動に考え方の差が出ていろいろ支
障は出てきます。でも結果的には40
周年の昨年はむしろ記念になるよう
なことを体験できました。多くの応援
を得て続いています。市民活動は地域
共同自給の試みと称し、手づくりで食
から文化までできることは何でも試

みている。どれもユニークです。例えば畑は共同耕作です。文集は
片側から横書きを、もう片方は縦書きを並べます。両表紙。産直は
送料を個数で割った額を原価に足すだけ。カンパ歓迎、等々。
変遷してきていますが、現在は隔週でB5の裏表が基本です。
1000号を超えています。ウラジロストックと称しB4の裏白用紙
を集めてもらって出す時もあります。最大は1000部くらい出して
いましたが、今は500部近くに減らしています。内容は面白半分・
真面目半分でなんでもですが、最も中心となるのは経済と環境を考
えるエコのミックスになっています。会費というものはなく、カン
パと差し入れでやっています。自分の生活費は相当に低いと思いま
すが、貧しいとは感じない。子供の頃を考えると豊かだとしか思え
ない。自分はそれで平気なのですが、他人に強いるつもりはない。
でも今の資本主義の下での格差は最大の問題だと思っている。コロ

ナ禍の中でそれが拡大しそう。
巨大な資産格差の原因はこれまでの高額所得者への大減税。法人

税も。配当所得などは最低の所得税並み。それで税収不足を消費税
で補充。資産格差を増す。なのに成長で底上げして解決しようとし
かしない。これが最大の問題。その解決には所得の課税を高累進度
に戻し財産税を復活させること。資本主義のもたらした格差の解消
には高額所得へ高度課税し、ミリオネアに資産税を課す。この一時
的な富裕税でコロナの困窮者の増加の対策費も財政危機対策も可
能。それで危機を克服し落ち着いたら慎重に検討して恒久化の道
を探る。所得上限を600万円から800万円を目安に標準化すれば、
資産格差も自然に解消していき、生活水準は総体としてアップす
る。差別の激しいアメリカで格差の根拠にするために能力主義とい
うフィクションが使われている。能力差別も運の違いで、例えば人
種差別と変わらない。平等を実現すれ
ば大抵の問題が解決に向かう。人類の
存亡に関わる資源枯渇と環境破壊と
いう表裏の問題も。
現在こんなことを考えながら続け

ている。自分は幸運な時代に生きてこ
れたと感謝している。でもミニコミの
未来は明るくなさそうに危惧する。筆
者はインターネットもスマホも持た
ない。でもこの先例えば役所の手続き
などが電子化すれば、紙媒体はほとん
ど通用しなくなってしまうのではな
いか。すると資源枯渇＝環境崩壊はや
はり避けられないか？

京都にロシナンテ社という小さな会社があります。スタッフは私
一人。1970年創業です。全国の住民運動の発信をお手伝いする雑
誌、「月刊むすぶ」（旧誌名「月刊地域闘争」）を出すことを生業に
しています。この雑誌に登場する皆さまは、著名な方やライターで
はありません。日々の生活の中でいろんな課題に取り組む皆さまで
す。例えば、近所に産廃処分場ができる。環境汚染が心配だ！と立
ち上がる住民たち。そんな方々が書き手、話し手です。
いろんなテーマを扱ってきました。公害、自然保護、環境問題、
食品汚染、有機農業、教育、アトピーなどの身近な問題から、基地
問題、平和運動、外国人労働者。こんなのもやりました。オウム真
理教信者への自治体の住民票不受理は差別では？といったテーマも
含め、私たちが自ら取り組む課題はなんでも取り上げてきました。
創刊のころから反原発・脱原発運動は大切なテーマです。この会

社の根っこに1970年前後から始まる原
発建設に反対する住民、市民、研究者の
ネットワークがあったからです。
2011年３月11日。東日本大震災、

福島第一原発事故。その月から「月刊む
すぶ」では、原発、福島の声を中心に
して誌面を作っています。「月刊むすぶ」
はこんな雑誌です。
想像してみて下さい。こんな地味な雑

誌が売れると思いますか？コンビニに並
んでいる週刊誌、月刊誌と比べて下さい。
売れません。
私は、1984年から働いています。ゆ

えあって1990年から代表です。そのこ

ろ、社員は４，５人いました。毎月５千
部近く売り上げていました。３千部は定
期購読。そして２千部を電話営業や集会
販売でお金に換えていました。何とか５
人の社員が食えるという感じ？　
その後、売上部数は、少しずつ減って

きました。今、実売数は約千部。社員も
私一人。もしこの仕事を片手間にやって
いたら、多分、今日まで続かなかったと
思います。お金との格闘は中々、楽しい
ものです。
ロシナンテ社は、株式会社です。その

株主には鶴見俊輔さんや井上清さん、
飯沼二郎さんなどがいました。あの時
代の熱気を受けとめて誕生した会社です。ロシナンテ社、この社名
はドン・キホーテの愛馬の名。社名に込められたのは、公害を発生
させる大企業や原発建設を進める国など大きな力あるものへ立ち向
かう住民の伴走者であらんとした思いが由来です。1960年代とい
う時代に身を置いた皆さんの思いが反映しています。私たち名もな
き民衆が主人公になれる媒体がこの雑誌です。でも本当に不十分な
働きぶりで恥ずかしい限りです。
そんなロシナンテ社が半世紀、生き抜けたのは、私たち市民社会

の潜在力です。今、私はこの会社の根っこをどんな形でもいいから、
次の世代に伝えたい。本当に夢です。よろしかったら、一度、ロシ
ナンテ社のホームページをのぞいて下さい。他、しかたさとしとい
う名前でフェイスブックもやっています。そして、是非「月刊むす
ぶ」のご購読をお願いします。
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「アイサツ＜代り＞通信」No.1、
1980年盛夏号

「月刊地域闘争」第1巻第1号、
1970年10月

「月刊むすぶ」通巻600号、
2021年1月

「グループ目高舎通信」Vol.34, No.31
（通巻1113号）、2020年12月

こだわりのミニコミ40年

なぜかこんな雑誌が半世紀、続いています

林 喜代三（グループ目高舎）

四方 哲（ロシナンテ社代表）



謄写版って何？　という人も多いはずのこのIT時代にまだ、文字
を刻み、自分の手で印刷して発行している。自慢ではない。効率重
視の世の中に抗うためでもない。好きだから。肝心なのは、何を伝
えるかであるということはわかっているつもりだ。
年６回発行、私が本誌読者に原稿依頼をする。世の中にはもちろ
ん、優れた知見を持つ人、理不尽に抗い、闘う人はたくさんいるが、
実は、身近にもいるんですよ、と伝えたい。あえて読者に依頼する
のは、こんなささやかな通信に興味を持つ人に書いてもらいたいか
らでもある。だからテーマはさまざま。
現在の連載は７本。戦後生まれ、東京在住の私には「311」は
人生最大の衝撃でかつ身近な問題だから、福島で反原発を闘う女性
や、石巻で津波被害に遭った女性の連載はずっと続いている。東京
五輪なんて冗談じゃない、復興は道半ばだとわかる。国が率先して
差別する在日朝鮮人、朝鮮大学校の先生の連載も数年になる。乳が
んになった友人は治療の経過、思考の過程を綴る。出前教師として
30余年、その彼が311直後に始めた大人向けの「核」の授業の報
告は終盤にさしかかっている。暮らしと世界を縦横無尽に飛び交う

エッセイもある。30年続く最
長連載が「フィリピン風だよ
り」、現地の大学で文化人類学
を教える女性が書く。表紙イラ
ストの描き手はもっと長い。実
は、通信を入れる封筒も表現の
場と化している。季節の情景に
和み、政治社会諷刺にニヤッと
し…、毎号異なるイラストが
人気だ。
本誌発行も仕事でやっている

校正も在宅作業だから、コロナ
の自粛生活は個人的には支障は
ない。しかし、日本列島に住む

「なかよしひまじんジャーナル（略称ひ
まジャ）」は1988年8月に始めました。
あることないことを書き散らかして

冊子の格好で友人知人に配布したのが
そもそもです。ワープロで書いたものを
コピーして綴じるような粗末な体裁の
冊子でしたので（今もあまり変わってい
ませんが……）手渡しするのもなかなか
恥ずかしく勇気のいる事でした。
そのうちに郵便でも出すようになり、

郵便で出すと返事が来ないのが面白く
ないので切手代欲しさに購読料を請求
するようになり、そうなると手渡し読者
にも無料で渡すわけにも行かず……と

言う次第でたいした考えもなく続けて来て気付けば早くも33年目
です。
昭和、平成、令和とひたすらひまになることを夢見て歩んで来た
歳月でした。
原発問題があれば出かけて行き、疲弊する農村の限界集落化に心
を傷め、外国人技能実習生のための日本語教室に精を出し、いつの
間にやら心ならずも自治会長として辣腕を振るい。またある時は全
校児童45名の母校で絵本の読み聞かせもやっています。我家では
8050問題に手を焼き、それももうすぐ9060問題となる予定です。
呆けた母親と独身息子による介護の日々をつづった悲話……そん
な現実からはひたすら目をそむけて、山陰海岸でカヤックを楽しん
でみたり、気が向けば山登りをしてみたり、近頃はコロナのおかげ
でおいそれと出かけることがかないませんが旅行に行ったらその時

人が視野にない無能無策な政権のもとで
生きる私たちには、コロナからいろんな
ことが見えてくる。コロナを取り上げた
いと思いつつ、先が見えずテーマが絞れ
なかったそんなとき、知人ふたりと久し
ぶりにビールを飲んだら、マスクについ
て議論になった。これはおもしろい、と
彼らにそれぞれ、巻頭記事「コロナとマ
スク」を書いてもらった。そして今年の
１号は、コロナ禍での生活をブラジルか
ら寄稿してもらう。でもこの騒ぎをよい
ことに、あれこれ画策するアベスガと仲
間たちがいる。だからコロナというテー
マに限らず、この困難な時代に自分の頭
で考え、自前の哲学で生きる人たちに、
今後も登場してもらおうと企んでいる。
1981年に女性たちで創刊し、その後、私の転居もあり、「ひと

りで発行」がほぼ30年。購読料は昨年値上げして年間2400円（無
料、あるいは自ら設定してもOK）。私の経済では自腹をきるのは無
理なので、通信の収支はすべて購読料でまかなう。執筆者にはスズ
メの“ヒナの”涙の原稿料もお渡しする。購読料は読者にとって購
読の意志決定に役立つはずだ。だから、送金がないときは督促させ
てもらう。購読料も原稿料も、たがいに対等であるためのひとつの
ツールであるとも、私は考えている。
コロナのせいで新たな人と出会う機会がめっきり減った。だが読

者からメール。311で福島から石川に避難した彼女の友人Ａさん
が、現地で本誌読者に出会ったらしい。石川県の読者は３人だけだ
よ。この出会いって奇跡？――Ａさんも購読してくれることになっ
た。クチコミに支えられてきたミニコミなのだ。でも謄写印刷は体
力勝負、年寄りの私がいつまで発行できることやら、と思うこの頃
だけれど。

の様子を綴ってみたりしています。
コロナとのかかわり……さすがに田舎にいてもマスクくらいはし

ています。60年近く人間をやってきてこれほどマスクの世話になっ
た年は初めてです。もしも感染するようなことになったら当方とし
てはアルバイトをしながら細々と米を作って生活しているだけです
からたちまち死活問題となることでしょう。
それでも過疎地で暮らすことがプラスで評価される時代がとうと

う来たのかも知れないという期待もしています。
兵庫県でも日本海側の但馬地方には満員電車の密も無く。交通渋

滞も無く。ついでに仕事もあまりありませんが選ばなければ大抵は
大丈夫です。
その気になれば耕す農地はいくらでもありますし食通の世界に冠

たる但馬牛の産地でもあるので牛飼いは動物好きの人にはお勧めの
仕事と言えるでしょう。
在宅勤務やテレワークで仕事が出来る
方ならこの際山陰海岸にほど近い当地方
に一軒家を構えて、冬はスキーに温泉で
かにスキ、夏は海水浴三昧を楽しむのも
一興かも知れません。
それはともかくいままで綴って来た

お話の中から出来の良い話を「ひま文
庫」と題して自費出版してみました！
「天の巻」は売り切れましたが「地の巻」
「塵の巻」は好評発売中です。興味を持
たれた方は共生社会研究センターまで
ご連絡ください。

3

「あめつうしん」（No.326、2020年12月）
と封筒。表紙イラストは大石寿子さん。も
ちろん、田上さんのポートレイトもです。

「なかよしひまじんジャーナル」
創刊号（夏の号）、1988年８月

「ひまジャ」No.132（うしろす
がたの幸せばかりでうなされての
号）、2020年10月

ガリ切りの版面。毎回、美しさ
にほれぼれします。

もう40年、思えば遠くに来たものだ

ひまジャの33年

田上 正子（謄写印刷「あめつうしん」編集・製作・発行人）

村上 隆司（「なかよしひまじんジャーナル」発行者）
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利用資格 ───────────────────────

とくにありません。立教大学共生社会研究センター所蔵資料

の利用を希望される方は、どなたでもご利用いただけます。

開館時間 ───────────────────────

★ご利用には事前予約が必要です。また、マスク着用・手指消毒

など、新型コロナウイルス感染防止対策にご協力ください。

月～金曜日（祝日をのぞく）

10：00～12：00、13：00～16：00　

ただし、立教大学の一斉休業日のほか、資料整理などのため

臨時に閉館する場合もあります。その場合はあらかじめセン

ターホームページなどでお知らせいたします。

閲覧 ─────────────────────────

初回に簡単な利用者登録をお願いいたします。資料は閉架式

で、貸し出しはしておりません。一部の資料については、プラ

イバシー侵害の有無や資料保存の観点などから閲覧を制限する

場合があります。詳しくはお問い合わせください。

【センターへのアクセス】

センター利用案内

【センターの2020年】
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【2020年度秋学期 センター組織】

運営委員会 高木 恒一（立教大学社会学部教授）センター長
 石井 正子（立教大学異文化コミュニケーション学部教授）副センター長
 市橋 秀夫（埼玉大学大学院人文社会科学研究科教授）副センター長
 小野沢 あかね（立教大学文学部教授）運営委員
 沼尻 晃伸（立教大学文学部教授）運営委員
 町村 敬志（一橋大学大学院社会学研究科特任教授）運営委員
 和田 悠（立教大学文学部教授）運営委員
リサーチ・アシスタント
 秋月 未央（立教大学大学院文学研究科史学専攻博士前期課程2年）
 安藤 直之（立教大学大学院文学研究科教育学専攻博士前期課程2年）
 縄野 響子（立教大学大学院文学研究科史学専攻博士前期課程2年）
 阿部 晃平（立教大学大学院文学研究科史学専攻博士後期課程1年）
 今井 麻美梨（立教大学大学院文学研究科史学専攻博士後期課程1年）
 李 英美（一橋大学社会学研究科特任講師）
 宇野 淳子（立教大学共生社会研究センター研究員）
スタッフ 平野 泉・川路 さつき

JR・私鉄・地下鉄各線「池袋」駅・

地下鉄「要町」駅から徒歩10～15分

（入口から入り、階段を
上がった中2階が
センターです）

メーザーライブラリー記念館新館

共生社会研究
センター入口

今年、じつはセンター設立10周年だったのです。しかし2020年がスタートしたとたんに
「10周年」は完全に吹っ飛んでしまいました。春学期スタート直後の4月8日に緊急事態宣言が出て
センターは閉館、スタッフは在宅勤務となりました。その後はスタッフ1名が週1日数時間の「ハン
コ出勤」をしたほかは、全員が自宅で地味な仕事を黙々とこなしました。6月にスタッフ2名と出勤
を希望するリサーチ・アシスタントが職場に戻り、7月からは人数限定で閲覧利用も再開。次第に
いろいろな方が来館してくださるようになります。そして12月には学習院大学大学院アーカイブズ
学専攻から実習生をお迎えし、往時のにぎわい（？）を取り戻せたように感じました。
しかし年明け7日にふたたび緊急事態が宣言され、大学のキャンパスも今は閑散としています。
このままいけばどんな4月になるのか予想もつきませんが、「資料と人をつなぐ」という仕事を、
地道に続けていければと思います。
この間、センターウェブサイトには、ミニコミ寄贈者、センター運営委員、リサーチ・アシスタントなどにメールでインタビュー
した記事を掲載しています。ご興味のある方はご覧ください。https://www.rikkyo.ac.jp/research/institute/rcccs/news/（全14本）
　また、毎年恒例となっていた公開講演会等の開催は見送り、オンライン会議システムを用いて下記のイベントを開催しました。

2020/08/28「運動の言葉に息を吹き込む――横浜新貨物線に反対した人びと」
2020/10/03「『オープンでフリー』の自由と不自由――みんなで使えばこわくない？」
2020/12/12「バナナを片手に――著者が語る・著者と考えるモノ・ヒト・社会」
2020/12/14「原子力施設廃止をアーカイブする――課題と協働」
2021/02/13「オープンソース・システムAtoMの導入――ハードルを超えるには」

　…というようなことをあれこれ試みていたら「PRISM」の発行が滞ってしまったのも、今年度の大きな反省点です。
　コロナをめぐる思いや活動のニュースを載せて送られてくるミニコミは、活動する市民の持続する力のシンボルのように見え、
センターはまだまだ修行が足りないと痛感した1年でした。そんなセンターに、ぜひ皆さまのお力をお貸しいただければと思います。
　例えば「PRISM」で読みたい記事やイベントのアイディアがあれば、ぜひお知らせください！

【お問い合わせ・ご予約は】

立教大学共生社会研究センター
〒171-8501 東京都豊島区西池袋3-34-1

電話：03-3985-4457　 FAX：03-3985-4458
E-mail：kyousei@rikkyo.ac.jp

アーカイブズ実習生の藤原孝公さん。


